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嘱
託
医
と
し
て
も
足
を
運

ぶ
。「
容
態
が
悪
化
し
て
も
、

可
能
な
限
り

施
設
内
で
対

応
で
き
る
よ

う
処
置
し
ま

す
。
も
ち
ろ

ん
症
状
に
も

よ
り
ま
す

が
、
全
て
搬

送
し
て
い
る

と
病
院
や
施

設
職
員
の
負

担
も
大
き

い
」と
説
明
。

入
院
を
希
望

す
る
本
人
・

家
族
も
多
か
っ
た
が
、
回
診

や
急
変
対
応
を
重
ね
る
う
ち

に
、
施
設
で
も
生
活
が
続
け

ら
れ
る
と
い
う
安
心
感
、
そ

し
て
松
田
氏
へ
の
信
頼
感
が

高
ま
っ
た
そ
う
だ
。

　
「
病
院
や
施
設
、
在
宅
と

色
ん
な
場
所
へ
顔
を
出
し
て

き
た
結
果
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」（
松
田
氏
）。
病
院
で

検
査
を
受
け
た
患
者
が
、
わ

ざ
わ
ざ
検
査
内
容
や
結
果
を

伝
え
に
診
療
所
を
訪
れ
る
こ

と
も
多
い
そ
う
だ
。

在
宅
に
こ
だ
わ
ら
な
い 

　

松
田
氏
は
「
生
活
の
場
も

亡
く
な
る
場
も
、
本
人
の
意

思
が
第
一
。
在
宅
あ
り
き
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
」
と
述

べ
る
。

　

現
在
、
在
宅
で
の
看
取
り

は
年
間
20
件
ほ
ど
。
コ
ロ
ナ

禍
で
病
院
面
会
が
禁
止
さ

れ
、
亡
く
な
る
最
期
を
家
族

が
見
届
け
た
い
と
、
自
宅
で

の
看
取
り
が
少
し
増
え
た
そ

う
だ
。
中
に
は
、
在
宅
酸
素

で
過
ご
し
、
退
院
４
日
後
に

亡
く
な
っ
た
人
も
。
そ
の
一

方
で
、
自
宅
生
活
を
し
て
い

る
人
が
施
設
で
の
最
期
を
望

め
ば
、
特
養
へ
シ
ョ
ー
ト
で

入
れ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る

そ
う
だ
。

　
「
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
も
、

医
療
機
器
の
業
者
や
施
設
側

か
ら
す
る
と
手
間
が
か
か

り
、
抵
抗
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」
と
松
田
氏
。
そ
れ

で
も
普
段
、
自
ら
積
極
的
に

連
携
を
は
か
っ
て
い
る
ぶ

ん
、
協
力
を
得
ら
れ
や
す
い

関
係
に
あ
る
の
だ
と
話
す
。

　

高
校
ま
で
は
東
京
で
過
ご

し
、
山
形
の
大
学
を
経
て
道

内
病
院
の
外
科
に
入
局
し

た
。
当
時
か
ら
地
域
医
療
へ

の
関
心
が
高
か
っ
た
。「
家

を
建
て
た
頃
か
ら
、
こ
こ
に

根
を
下
ろ
す
覚
悟
が
地
域
に

伝
わ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」

す
き
間
を
つ
な
ぐ
の
が
役

割
」
だ
と
話
す
。

　

機
能
強
化
型
在
宅
療
養
支

援
診
療
所
の
指
定
を
受
け
、

訪
問
診
療
や
看
取
り
も
実

施
。
無
床
診
療
所
で
検
査
機

器
は
極
力
置
い
て
い
な
い
と

い
う
。
松
田
氏
は
「
地
域
で

の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
て

い
ま
す
」
と
話
す
。
約
８
㎞

離
れ
た
名
寄
市
立
総
合
病
院

と
の
連
携
を
手
厚
く
し
、
診

察
し
て
分
か
ら
な
い
症
状
が

あ
れ
ば
す
ぐ
さ
ま
病
院
の
専

門
医
に
相
談
で
き
る
体
制
。

必
要
に
応
じ
て
検
査
・
入
院

へ
と
支
援
す
る
。

　

代
わ
り
に
、

総
合
医
と
し
て

広
く
地
域
住
民

の
窓
口
と
な
る

の
が
同
診
療

所
。「
最
近
は

診
療
所
の
閉
鎖

が
続
い
て
い
る

た
め
、
総
合
病

院
の
外
来
負
担

が
大
き
く
な
っ

訪
問
看
護
　
22
年
診
療
報
酬
改
定

退
院
直
後
の
重
度
者
ケ
ア
焦
点
に

名
寄
市
風
連
国
民
健
康
保
険
診
療
所
　
松
田
好
人
所
長

「
地
域
医
療
は
人
の
貸
し
借
り
」

日
慢
協・武
久
会
長

「
超
重
症
患
者
へ
の
医
療
、 加
算
評
価
を
」

特
養 

な
ご
や
か
ハ
ウ
ス
岳
見 （
名
古
屋
市
）

共
有
部
に
転
倒
時
の
衝
撃
吸
収
マ
ッ
ト

歩
行
を
妨
げ
ず
に
ケ
ガ
予
防

市南部の風連地区に立地

山口憲洋ケア統括長
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松田好人所長

内
科
、
外
科
、
禁
煙
外
来
な
ど
。

来
年
、
栄
養
外
来
を
開
設
予
定

「
認
知
症
フ
レ
ン
ド
リ
ー
社
会
」

　

私
は
、
医
師
と
し
て
多
数
の
認
知

症
の
人
に
出
会
い
、
診
断
・
治
療
し

ケ
ア
に
関
わ
っ
て
き
た
。
そ
の
思
い

を
述
べ
た
い
。

　

認
知
症
は
加
齢
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
脳
の
機
能
低
下
で
あ
り
、

高
齢
に
伴
っ
て
通
る
道
と
し
て
受
け

止
め
て
い
る
。
病
気
で
は
あ
る
が
、

加
齢
に
よ
る
生
活
に
支
障
が
あ
る
状

態
と
い
っ
て
よ
い
。
認
知
症
の
周
辺

症
状
に
ば
か
り
目
が
行
き
、
恐
れ
す

ぎ
る
の
も
よ
く
な
い
だ
ろ
う
。
地
域

社
会
の
あ
り
方
で
認
知
症
高
齢
者
の

あ
り
方
が
か
わ
っ
て
く
る
。

　
「
認
知
症
フ
レ
ン
ド
リ
ー
社
会
」

（
岩
波
新
書
）
の
中
で
、
著
者
の
元

Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
徳
田
雄
人

さ
ん
は
、「
認
知
症
と
い
う
と
、
医

療
や
ケ
ア
の
問
題
だ
と
思
う
人
が
多

い
が
、
私
は
そ
う
し
た
分
類
に
は
収

ま
り
き
ら
な
い
、
も
っ
と
広
い
テ
ー

マ
だ
と
考
え
て
い
る
。
認
知
症
は

病
気
そ
の
も
の
の
名
前
で
は
な
く
、

様
々
な
病
気
が
原
因
と
な
っ
て
、
生

活
な
ど
に
支
障
を
き
た
し
た
状
態
を

指
す
。
実
は
、
認
知
症
は
社
会
全
体

の
設
計
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
」

と
指
摘
す
る
。

　

認
知
症
は
、
治
療
や
ケ
ア
と
い
う

枠
に
収
ま
ら
な
い
地
域
社
会
全
体
の

中
で
対
処
す
る
テ
ー
マ
だ
と
徳
田
さ

ん
は
言
う
の
だ
。

　

認
知
症
は
加
齢
と
と
も
に
そ
の
割

合
が
増
え
て
く
る
。
75
～
79
歳
で
お

よ
そ
１
割
、
80
～
84
歳
で
２
割
、
85

歳
～
で
５
割
以
上
が
認
知
症
に
な

る
。
長
生
き
す
れ
ば
誰
も
が
認
知
症

に
な
り
得
る
。「
認
知
症
フ
レ
ン
ド

リ
ー
社
会
」
と
は
、
認
知
症
の
人
に

と
っ
て
住
み
や
す
い
社
会
を
指
す
。

私
も
そ
う
し
た
地
域
社
会
の
あ
り
方

こ
そ
超
高
齢
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
で
は

な
い
か
と
思
う
。

映
画 「
恍
惚
の
人
」

　

日
本
は
１
９
７
０
年
、
い
ま
か
ら

半
世
紀
前
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機

関
）
が
「
高
齢
化
社
会
」
と
位
置
づ

け
る
高
齢
化
率
７
％
の
社
会
に
な
っ

た
。20
歳
を
超
え
た
ば
か
り
の
私
は
、

医
師
を
め
ざ
し
て
熊
本
で
勉
学
に
勤

し
ん
で
い
た
。

　

73
年
、
高
齢
化
社
会
を
具
現
化
さ

せ
る
、
有
吉
佐
和
子
作
の
小
説
「
恍

惚
の
人
（
こ
う
こ
つ
の
ひ
と
）」
が

モ
ノ
ク
ロ
画
面
で
映
画
化
さ
れ
、
認

知
症
に
な
っ
た
森
繁
久
弥
と
介
護
す

る
嫁
役
の
高
峰
秀
子
の
ふ
た
り
の
俳

優
の
迫
真
の
演
技
が
社
会
の
話
題
を

さ
ら
っ
た
。

　

こ
の
映
画
は
、
高
齢
者
介
護
や
認

知
症
の
対
策
の
必
要
性
を
広
く
社
会

に
啓
発
し
た
大
き
な
功
績
が
あ
っ
た

一
方
で
、
認
知
症
は
原
因
が
よ
く
分

か
ら
な
い
ま
ま
に
「
怖
い
」
と
い
う

印
象
を
人
々
に
植
え
付
け
た
面
も
否

定
で
き
な
い
。

　

映
画
「
恍
惚
の
人
」
か
ら
50
年
を

経
て
、
当
時
「
痴
呆
」
や
「
ぼ
け
」

の
呼
称
は
認
知
症
に
代
わ
り
、
２
０

０
０
年
創
設
の
介
護
保
険
制
度
が

「
自
立
支
援
」「
尊
厳
」
を
掲
げ
る
中

で
、
認
知
症
の
理
解
が
進
み
、
認
知

症
薬
の
開
発
と
と
も
に
様
々
な
認
知

症
ケ
ア
の
取
組
が
進
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。

さ
じ
加
減
が
い
る
認
知
症
薬

　

残
念
な
が
ら
、
認
知
症
を
根
治
す

る
治
療
薬
は
ま
だ
開
発
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
ま
で
の
認
知
症
薬
は
、
認

知
症
の
進
行
を
抑
え
る
の
に
有
効
と

さ
れ
た
。
今
年
６
月
に
ア
メ
リ
カ
で

条
件
付
き
承
認
さ
れ
た
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
治
療
薬
「
ア
デ
ュ
カ
ヌ
マ
ブ
」

は
、
脳
内
の
た
ん
ぱ
く
質
に
作
用
す

る
新
し
い
タ
イ
プ
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
が
、
有
効
性
の
確
証
は
得
ら

れ
て
い
な
い
模
様
だ
。

　

既
存
の
治
療
薬
は
、
低
用
量
か
ら

開
始
し
て
２
～
４
倍
ま
で
順
次
増
量

す
る
旨
が
添
付
文
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
。

　

私
の
経
験
で
は
、
認
知
症
薬
の
投

薬
は
、
決
め
ら
れ
た
画
一
的
な
も
の

と
い
う
よ
り
も
、
一
人
ひ
と
り
効
き

具
合
を
見
な
が
ら
、
医
師
が
さ
じ
加

減
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
薬
の
鎮
静
効
果
を
、
効
い
て
い

る
と
見
誤
っ
て
は
い
け
な
い
。

　

多
く
の
治
療
薬
が「
ア
ミ
ロ
イ
ド
・

カ
ス
ケ
ー
ド
仮
説
」
と
い
う
、
脳

内
で
で
き
た
老
人
斑
（
ア
ミ
ロ
イ
ド

β
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
伝
達
を
司
る

神
経
細
胞
が
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
仮

説
に
基
づ
い
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
が
加
齢

に
伴
っ
て
起
き
る
認
知
症
の
原
因
と

い
え
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。

　

高
齢
者
は
様
々
な
疾
病
を
有
し
、

生
活
課
題
も
多
い
。
そ
れ
ら
が
絡
み

合
っ
て
そ
の
日
、
そ
の
時
の
心
身
状

況
を
作
り
出
し
て
い
る
。

　
「
１
０
０
か
ら
７
を
引
い
て
く
だ

さ
い
」「
今
日
は
何
月
何
日
で
す
か
」

な
ど
の
認
知
機
能
検
査
で
知
ら
れ
る

長
谷
川
式
ス
ケ
ー
ル
を
開
発
し
た
長

谷
川
和
夫
医
師
が
88
歳
の
時
、
自
分

は
認
知
症
で
あ
る
と
公
表
し
た
。「
ボ

ク
の
場
合
、
朝
起
き
た
時
は
調
子
が

よ
く
、
だ
ん
だ
ん
に
疲
れ
て
き
て
、

夕
方
に
な
る
と
混
乱
が
ひ
ど
く
な

る
。
で
も
、
一
晩
眠
る
と
す
っ
き
り

し
た
自
分
に
戻
る
」
と
、
自
著
「
ボ

ク
は
や
っ
と
認
知
症
の
こ
と
が
わ

か
っ
た
」（
角
川
書
店
）
で
述
べ
て

い
る
。「
認
知
症
の
本
質
は
、
暮
ら

し
の
障
が
い
で
あ
る
」
と
も
。

　

私
の
師
で
あ
る
河
﨑
茂
（
大
阪
河

﨑
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
創
設

者
）
さ
ん
の
言
葉
で
こ
の
連
載
を
締

め
た
い
。「
人
事
を
尽
く
し
て
も
い

か
ん
と
も
し
が
た
い
こ
と
が
あ
る
こ

と
を
知
り
つ
つ
、
な
お
己
の
全
力
を

尽
く
し
て
道
を
拓
く
と
き
、
光
が
見

え
て
く
る
」（
了
）

短期連載

Dr.川合の思い
③（最終回）

全老健 元会長 川合秀治氏

認知症のこと

（※）特掲診療料の施設基準等別表第 8に掲げる者
①在宅悪性腫瘍患者指導管理もしくは在宅気管切開患者指導管理を
受けている状態にある者、また気管カニューレもしくは留置カテー
テルを使用している状態にある者
②在宅自己腹膜灌流指導管理、在宅血液透析指導管理、在宅酸素療
法指導管理、在宅中心静脈栄養法指導管理、在宅成分栄養経管栄養
法指導管理、在宅自己導尿指導管理、在宅人工呼吸指導管理、在宅
持続陽圧呼吸療法指導管理、在宅自己疼痛管理指導管理または在宅
肺高血圧症患者指導管理を受けている状態にある者
③人工肛門又は人工膀胱を設置している状態にある者
④真皮を越える褥瘡の状態にある者または在宅患者訪問点滴注射管
理指導料を算定している者

病棟種類別の死亡退院割合
病床種別 病院数 平均死亡 

退院割合
一般病床 151 7.9%

地域一般病棟 30 11.9%

地域包括ケア病棟 183 6.7%

回復期リハビリテーション病棟 191 1.6%

療養病棟入院基本料 1 393 49.5%

精神病床 47 12.2%

その他（※） 125 39.5%
2021 年 9 月 日本慢性期医療協会

「死亡退院の状況に関するアンケート」より編集
（※） 療養病棟入院基本料 2、介護療養病床、特殊疾患病棟、障害者病棟など

　

厚
生
労
働
省
の
中
央
社
会

保
険
医
療
協
議
会
は
11
月
26

日
、
来
年
４
月
の
診
療
報
酬

改
定
に
向
け
訪
問
看
護
の
論

点
を
提
示
、
在
宅
療
養
の
重

度
者
対
応
へ
、
退
院
支
援
や

看
取
り
支
援
の
強
化
、
報
酬

の
見
直
し
を
検
討
し
た
。

　

現
行
、
退
院
日
の
訪
問
看

護
は
基
本
報
酬
の
算
定
は
で

き
な
い
。
退
院
日
に
在
宅
で

療
養
上
必
要
な
指
導
を
行
っ

た
場
合
は
「
退
院
支
援
指
導

加
算
」（
６
０
０
０
円
）
と

し
て
、
退
院
日
翌
日
以
降
に

訪
問
看
護
を
行
っ
た
初
日

に
、
基
本
報
酬
と
あ
わ
せ
て

算
定
が
で
き
る
。

　

同
省
の
実
態
調
査
に
よ
る

と
、
退
院
時
支
援
指
導
加
算

の
算
定
者
数
は
２
０
１
９
年

が
３
９
７
２
人
。
４
年
間
で

約
86
％
増
加
し
て
い
る
。
対

象
者
の
66
％
が
悪
性
腫
瘍
や

褥
瘡
の
患
者
、
気
管
切
開
や

在
宅
酸
素
な
ど
の
管
理
を
受

け
て
い
る
状
態
の
患
者
で
、

そ
の
割
合
も
年
々
増
加
。
ケ

ア
内
容
は
療
養
上
の
指
導
よ

り
医
療
処
置
の
割
合
が
高
い

（
グ
ラ
フ
）。

　

ま
た
、「
訪
問
看
護
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
療
養
費
」（
２

万
５
０
０
０
円
。
介
護
報
酬

の
「
看
取
り
介
護
加
算
」
算

定
の
場
合
１
万
円
）
は
、
在

宅
で
死
亡
し
た
利
用
者
に
対

し
、
死
亡
日
お
よ
び
死
亡
日

前
14
日
以
内
の
計
15
日
間
に

２
回
以
上
の
訪
問
看
護
を

行
っ
た
場
合
に
算
定
が
可

能
。
た
だ
、
退
院
当
日
の
訪

問
は
回
数
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

な
い
た
め
、
退
院
直
後
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
で
は
算
定

で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

19
年
の
算
定
件
数
は
４
０
３

１
件
。
４
年
で
２
倍
強
に
伸

び
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
在
宅
医
療
ニ
ー

ズ
の
重
度
化
に
対
し
、
委
員

か
ら
は
実
態
に
見
合
っ
た
報

酬
・
要
件
の
見
直
し
を
求
め

る
声
が
相
次
い
だ
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
事
業
所

連
携
に
課
題

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
お
け
る
業
務
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
に
つ
い
て
は
、

介
護
報
酬
改
定
と
同
様
に
作

成
を
義
務
化
す
べ
き
と
の
意

見
が
多
く
あ
が
っ
た
。

　

20
年
１
月
時
点
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ

を
作
成
済
と
回
答
し
た
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
５
・

３
％
、
作
成
中
は
10
・
３
％

と
な
っ
て
い
る
。
作
成
に
あ

た
り
困
難
な
こ
と
と
し
て

　

北
海
道
名
寄
市（
人
口
２
・

６
万
人
、
高
齢
化
率
32
・

９
％
）
は
旭
川
市
か
ら
車
で

１
時
間
ほ
ど
北
上
し
た
、
冬

は
雪
深
い
内
陸
地
。
日
本
最

北
端
の
公
立
大
学
（
名
寄
市

立
大
学
）
や
、
自
衛
隊
駐
屯

地
が
あ
る
。
こ
こ
で
17
年
前

か
ら
地
域
医
療
に
取
組
む
風

連
国
民
健
康
保
険
診
療
所
の

松
田
好
人
所
長
は
「
ケ
ア
の

は
「
近
隣
の
事
業
所
と
の

協
定
締
結
の
方
法
や
内
容
」

（
72
・
８
％
）
や
「
他
事
業

所
の
利
用
者
に
代
替
訪
問

す
る
際
の
契
約
や
指
示
書
」

（
71
・
８
％
）、「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

作
成
方
法
」（
68
・
４
％
）

な
ど
が
高
い
。

て
い
ま
す
」（
松
田
氏
）。
地

域
資
源
の
バ
ラ
ン
ス
も
頭
に

入
れ
な
が
ら
、
最
適
な
ケ
ア

に
つ
な
ぐ
の
だ
と
い
う
。

施
設
の
か
か
り
つ
け
医
も

　

市
内
に
は
特
養
が
２
カ
所

（
計
１
８
０
床
）。
松
田
氏
は

　

日
本
慢
性
期
医
療
協
会

（
武
久
洋
三
会
長
）
は
11
月

11
日
の
定
例
記
者
会
見
で
、

医
療
療
養
病
床
で
の
重
症
患

者
治
療
に
対
す
る
加
算
の
導

入
、
居
住
費
負
担
の
見
直
し

な
ど
を
主
張
し
た
。

　

武
久
会
長
は
重
症
患
者
の

割
合
が
増
え
て
い
る
療
養
病

床
の
実
態
を
説
明
。「
単
な

る
療
養
の
た
め
に
長
期
入
院

し
て
い
る
昔
の
イ
メ
ー
ジ
と

は
全
く
異
な
る
」
と
話
し
、

療
養
病
床
を
「
慢
性
期
重
症

治
療
病
床
」
へ
名
称
変
更
す

る
こ
と
を
提
案
し
た
。

　

療
養
病
棟
入
院
基
本
料
１

は
、
患
者
の
80
％
以
上
が
医

療
区
分
２
・
３
（
中
・
重
度
）

で
あ
る
こ
と
が
要
件
。
同
協

会
に
よ
る
と
、
実
態
は
90
％

以
上
の
受
け
入
れ
だ
と
い

う
。死
亡
退
院
割
合
は
50
％
。

同
氏
は
「
む
し
ろ
残
り
50
％

を
軽
快
退
院
さ
せ
て
い
る
実

績
を
評
価
す
べ
き
」
と
し
、

医
療
区
分
３
の
中
で
も
特
に

重
篤
な
患
者
へ
の
治
療
を
評

価
す
る
「
超
重
症
患
者
治
療

加
算
」
の
新
設
を
求
め
た
。

　

加
え
て
、
２
０
１
７
年
10

月
よ
り
導
入
さ
れ
た
療
養
病

床
の
医
療
区
分
２
・
３
へ
の

居
住
費
負
担
に
つ
い
て
同
氏

は
「
厚
労
省
は
『
住
ま
い
』

の
機
能
を
持
つ
と
言
う
が
、

実
態
に
全
く
合
っ
て
い
な

い
。
重
症
患
者
が
大
半
を
占

め
る
治
療
の
場
だ
」と
反
論
。

負
担
の
見
直
し
を
求
め
た
。

急
性
期
で
も
介
護
を

　

重
症
患
者
が
増
え
て
い
る

背
景
の
一
つ
と
し
て
同
氏

は
、
多
く
の
医
療
ケ
ア
を
必

要
と
し
な
い
患
者
は
介
護
医

療
院
へ
移
行
し
て
い
る
と
説

明
。「
介
護
医
療
院
は
10
万

床
に
は
到
達
す
る
だ
ろ
う
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
、
回
復

期
病
棟
と
あ
わ
せ
て
30
万

床
。
日
本
の
医
療
を
支
え
る

重
要
な
役
割
に
な
る
」
と
述

べ
た
。

　

ま
た
同
氏
は
「
今
の
療
養

病
床
は
一
般
病
床
か
ら
慢
性

期
重
症
患
者
を
押
し
付
け
ら

れ
て
き
た
結
果
」
と
強
調
。

同
協
会
が
19
年
よ
り
提
言
し

て
い
る
、
急
性
期
病
棟
へ
の

看
護
補
助
者
お
よ
び
リ
ハ
ビ

リ
職
の
配
置
基
準
化
を
求
め

た
。「
病
棟
に
多
職
種
を
配

置
す
る
こ
と
で
要
介
護
者
を

減
ら
せ
る
。ひ
い
て
は
医
療
・

介
護
費
用
の
削
減
に
も
つ
な

が
る
」（
同
氏
）。

　

社
会
福
祉
法
人
な
ご
や
福

祉
施
設
協
会
の
特
養
「
な
ご

や
か
ハ
ウ
ス
岳
見
」（
名
古

屋
市
、
今
井
久
志
施
設
長
）

で
は
、
食
堂
内
に
く
つ
ろ
ぎ

ス
ペ
ー
ス
を
作
り
、
座
る
の

が
困
難
な
利
用
者
な
ど
が
、

希
望
す
る
場
所
で
安
心
・
安

全
に
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り

に
取
組
ん
で
い
る
。

　

同
施
設
の
平
均
要
介
護
度

は
３
・
８
で
、
認
知
症
の
利

用
者
が
約
半
数
。
ケ
ア
統
括

長
の
山
口
憲
洋
氏
は
「
重
度

者
だ
け
で
は
な
く
、
比
較
的

自
立
し
た
生
活
を
し
て
い
て

も
、
認
知
症
に
よ
る
不
穏
に

よ
り
転
倒
や
ケ
ガ
の
リ
ス
ク

が
高
い
方
も
多
い
。
誰
も
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
が
必
要
だ
っ
た
」

と
振
り
返
る
。

　

数
年
前
よ
り
食
堂
内

の
一
角
に
テ
レ
ビ
や
ソ

フ
ァ
を
配
置
し
た
く
つ

ろ
ぎ
ス
ペ
ー
ス
を
設
置

（
写
真
）。
車
い
す
で
の

座
位
保
持
が
困
難
な
人

や
、
不
穏
に
よ
り
ケ
ガ

の
リ
ス
ク
が
高
い
人
な
ど
が

利
用
し
て
い
る
。

薄
さ
と
衝
撃
吸
収
力

を
両
立

　

こ
れ
ま
で
は
、
ソ
フ
ァ
か

ら
の
転
落
・
ケ
ガ
を
防
ぐ
た

め
、
床
に
ベ
ッ
ド
用
マ
ッ
ト

レ
ス
を
敷
い
て
対
応
し
て
い

た
。
し
か
し
、
マ
ッ
ト
レ
ス

上
で
立
ち
上
が
っ
た
際
の
沈

み
込
み
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し

て
転
倒
し
た
り
、
マ
ッ
ト
レ

ス
の
厚
み
に
よ
り
足
が
つ
ま

ず
く
な
ど
ケ
ガ
の
リ
ス
ク
が

高
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
厚
さ
３
㎜
で
床

に
敷
く
こ
と
で
、
転
倒
時
の

衝
撃
を
吸
収
す
る
「
ス
ラ
ー

ジ
ュ
フ
ロ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
」

（
イ
ノ
ア
ッ
ク
リ
ビ
ン
グ
製
）

を
導
入
し
た
。

　

ス
ラ
ー
ジ
ュ
に
は
介
護
帽

に
も
使
用
さ
れ
る
、
衝
撃
吸

収
の
特
性
が
あ
る
高
機
能
ウ

レ
タ
ン
素
材
「
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｎ

（
ポ
ロ
ン
）」
を
採
用
。
厚
さ

は
わ
ず
か
３
㎜
と
一
般
的
な

衝
撃
吸
収
マ
ッ
ト
よ
り
も
薄

く
、
車
い
す
は
も
ち
ろ
ん
、

ス
リ
ッ
パ
や
す
り
足
、
杖
を

使
用
し
た
場
合
で
も
容
易
に

歩
く
こ
と
が
で
き
て
つ
ま
ず

き
に
く
い
。

　

両
面
防
水
加
工
で
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
や
清
拭
が
可

能
。
裏
面
は
ず
れ
に
く
い
素

材
で
、
硬
い
床
や
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
に
も
接
着
剤
無
し
で
設

置
で
き
、
設
置
場
所
の
変
更

も
簡
単
だ
。

　
「
ベ
ッ
ド
マ
ッ
ト
レ
ス
の

上
を
数
歩
歩
く
だ
け
で
、
転

倒
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
た

め
、
立
ち
上
が
り
と
同
時
に

介
助
す
る
の
で
常
に
見
守
っ

て
い
る
必
要
が
あ
り
、
職
員

の
負
担
も
大
き
か
っ
た
」
と

山
口
氏
は
振
り
返
る
。

　
「
ス
ラ
ー
ジ
ュ
は
足
が

引
っ
か
か
ら
な
い
薄
さ
で
、

上
を
歩
い
て
も
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
ず
、
万
が
一
の
転
落
時

に
し
っ
か
り
と
衝
撃
吸
収
で

き
る
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
を
兼
ね

備
え
て
い
る
点
が
良
か
っ

た
」
と
導
入
の
き
っ
か
け
を

説
明
す
る
。

　

同
施
設
で
は
利
用
者
が
安

心
・
安
全
に
自
立
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
ベ
ッ
ド
下

に
設
置
す
る
セ
ン
サ
ー
マ
ッ

ト
レ
ス
等
も
活
用
し
、
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い

る
。

　

山
口
氏
は
「
日
中
１
人
で

居
室
で
過
ご
す
の
は
さ
み
し

い
と
い
う
人
も
多
い
。
寝
た

き
り
の
人
で
も
、
一
緒
の
空

間
で
安
全
に
過
ご
せ
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
重
要
」
と

強
調
す
る
。

「
人
手
が
少
な
い
中
、
用

具
等
も
活
用
し
な
が
ら
、
職

員
が
で
き
る
こ
と
と
利
用

者
の
想
い
を

し
っ
か
り
ア

セ
ス
メ
ン
ト

し
て
、
希
望

を
叶
え
る
自

立
支
援
に
取

組
ん
で
い
き

た
い
」
と
語

る
。

　

21
年
介
護

報
酬
改
定
で
は
、
安
全
管
理

の
外
部
研
修
を
受
け
た
担
当

者
を
決
め
、
施
設
全
体
で
事

故
発
生
防
止
等
の
安
全
対
策

に
取
組
む
事
業
所
を
評
価
す

る
「
安
全
対
策
体
制
加
算
」

が
新
設
さ
れ
た
。

　

同
施
設
で
は
４
月
よ
り
算

定
を
開
始
。
介
護
主
任
を
中

心
に
外
部
の
安
全
管
理
研
修

を
受
け
て
い
る
。「
事
故
を

防
ぐ
た
め
の
こ
ま
め
な
見
守

り
だ
け
で
は
な
く
、
な
ぜ
事

故
が
発
生
し
た
の
か
、
状
況

や
利
用
者
の
身
体
状
況
な
ど

総
合
的
に
判
断
で
き
る
分
析

力
と
知
識
を
身
に
着
け
た
職

員
を
順
次
増
や
し
、
安
全
な

施
設
体
制
を
維
持
し
て
い

く
」
と
語
る
。

　

ス
ラ
ー
ジ
ュ
に
関
す
る
問

合
せ
は
イ
ノ
ア
ッ
ク
リ
ビ
ン

グ
（
☎
０
５
０
・
３
１
３
５
・

８
８
５
７
）
ま
で
。

くつろぎスペースに設置された
スラージュ （中央）

医 療

　

長
谷
川
和
夫
先
生
は
11
月
13

日
、
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。


